
1　事業計画書

補助事業の名称 剪嚼ｹ徳巨通賢妻妻-､半肩,t語義t.) 入朝恵一か紺｡.I 

補助事業の実施主体 

補助事業の目的 剞p,人草瑚摘.ltて鰹歯こ噂蘭璃磯節甲融漆 .ヽ 持1ヤゼ哀宜)と達成卦､凍..漁を藩裁､膏醸.I dt略号ワく3ゝd 

ふ官軍の奮綿や､田か凍､縛し針ヰ雄一.. 

辛 莱 .内 容 ��ﾘ馼ｼiN��3J-√ccZ,円 

′■ 

事業区~分 ��chﾄ��dｨﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zh5��ﾃ��^)u(ﾌ�7逢ｨ7S永ﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾈ8h8iD貶ﾈ糲�9?ｨ��[ﾙ�ﾈ."ﾓ�9D醴ﾒ闔ｨﾈ釖h�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ��阨H��囘h棠6Iz8ｸｸ鑛�r�i､息かち恥がう官尊l㌻等.i-客初級王て桝 
･地域の状況と課題 ･事業の必要性など �2阡ﾈ�4�,墜h��ﾋ�,ﾉ�|ﾂ颯�闔ｪJGｳﾒ�*ｨ���

いて秀和折､■てl,閂托､l 

実施方法 鋳�/�,bﾆ俘h尸��3Bﾉ�ﾈ別B�*(ｦXﾖ�8(�X耳,Dﾇ�ﾓｨ睦�†5､ 

･対象 ･手法.進め方など 乖霍ﾈﾇ)[�xｾv�襍俯ﾙ�ﾘ+rﾖTﾄ�｢俟��

3エ射た嫁入笥恒,軌か､､棄酎奉がt 
拝ツlても.言う(A_A醸鴬習3 i 

実施効果 售ﾘ��,HﾜH�8*ｦﾇ�,h,H.�ｪ延hｿ�,VﾊH,I-ｸ�謁8ｺ��,ﾙ}�ﾔ鎚,H蝴H寤�ｵ�,H*ﾘ7｣2�ユ､エ凍Ifr蕗の本に澱乳昌一てく如 
･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など 蔦2韜�4ﾂﾘﾄh-ﾙ�ﾉр篳5ｨ6�,b窗+�ﾜI'�+ﾘ*���ﾂ�

奇も､､盛がなす､か れこう経てヒ予t主､阜iても,ヒ軒如纏やrr､､ 
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1事業計画書

補助事業の為称 剽�j街道に基づく町興し 

溝助事業の実施主体 剞V城観光学会 

補助事業の日的 剞V城に有する歴史帯革別の豊かな歴史資源.名勝地等のネ 
ツトワーク化による情報発倍を柱に各種町典しの取扱み 

(あんどん点灯普及とイベント押健等)を行い､新城市の括 

性化に努める. 

辛 莱 内 香 冕ｸ馼ｼiN��382,000円 

事業区分 ��chﾄ��c8ﾘ�ﾘh馼ｼb���Yzc肇��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��Y?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?｢�

事業選定の理由 ��ｸﾘy[�+X+ﾙ�h�倡8,唏ｬy>��8刺自zR飩ﾂﾘ+X+ﾙ�XﾏX��ﾋ忠h��
史史跡.遺跡､名勝地等)を管内の街道別に情報発信とあん 

･地域の状況と伸 �,x/�5�9H,ﾉX�ｷ�/�,ﾘ*�.芥�8､�.h.�,ﾉ�ﾈ,ﾉ<�.ｨ/�ｹh+Y*ﾈ,ﾂ�

･事業の必要性など 乖��ｸ嶌/�-�+H+r��

○又､合併した新城市全体をエリアとする-大イベントを 

仕掛け､全国より本市に目を向けさせ､更なる人の流叫を 

作り出して町の活性化をめざす.次年度我でのイベント実 

滝に向けて本年度は防備叔擁.団体と協議検討をおし進め 

る｡街道別親光資源の保存亜億を前年度に引き競き吸取む. 

実施方汝 ��ｹ���ｳｩgｹD�7�,ﾚH嫌78･�;帝¥ｨ�･�;�/�(i�8,偃h宜-粐�
○手法.進め方としては 

･対条 ��{ﾈ･�;�,ﾉ[hﾊ9.偬H,�.h.��8ｻYF8簡,hﾋｹ&�.俚��

･手法.進め方など ��･�;兔ｩ�XﾏX��ﾋ宙ｦX讖�R餮)nﾙ9著,ﾉ]ｹ�i9�ﾉ�ｩ>�ﾕX,ﾂ��

散在等)と､ネットワーク化(*一也へ○ゼ書込み) 

実施効果 ��ｸﾘy[�+X+ﾙ�h�倡8,ﾈﾈ�ﾏX��ﾋ�/�自zX,��8ﾙ�ｦY&�,僣饑�Jﾘ墲�
することにより､本市の知名度を高めることが期待される. 

･地域貢献度 ��ｸｬy>�ｦY&�,Y�ﾙ4x-ﾈ.ｨ,H*(.�*ﾈｻｸ+X馼ｼh.�[�+�,H�饑�Jﾘ墲�

･将来発展性 �+x.�+�,h,�.h.蟹tﾈ��4帝�ﾈﾆ�4�,�*ﾈ,ﾉ.ﾘ櫁*弍ｩ�(+8.ｨ.停�

･波及効果など ��ｹ�Y¥H��ﾋ�,ﾉ]ｹ�iwｹeH,h6ﾈ6(��6x8��ｸ4陋ｸ,�.h.芥ｬy>�､�,ﾂ�

人々に本市の歴史的併せをより深く理解いただくと共に､ 

町の将来を託す若者に夢と希望を与えるととが期待され 

る｡ 
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1　事業計画書

補助事業の名称 剞e子で楽しくクッキング 

補助事業の実施主体 刄rタミンハート 

補助事業の目的 剋рｽちは､新城市内の親子を対象として食育講座や料理教室を実 

施し｢作って食べることは楽しいこと､うれしいこと｣を子どもた 

ちに知らせたいと思いますと親子で食について考える機会､子ども 

たちが楽しく料理する機会を増やし､家庭での食生活を見直すきつ 

かけを増やせば､やがて､健康な生活を送る人がより多くなると思 

いますo 

辛 莱 内 容 ��ﾘ馼ｼiN��383,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ��?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D��ﾈ�3�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など ����(,ﾚI�8+X*)&ﾘ�/�ｻ8*h.�+�,h+�*�,X,ﾘ*�.�-ﾈ+�/��.ﾘ*�,�,B�
いるけれど､.なかなか変えられないのが食習慣ですo食習慣や味覚 

は小学生の頃までに完成されると言われ､この時期の食体験が将来 

に関わるといわれていますo_自然に正しい食事が選べるよう.になる 

ためには､まず食べることに興味を持ち､様々な食体験をすること 

が必要だと考えています○ 

実施方法 ･対象 ･手法.進め方など ��h�倡9>�,ﾉ]ｸ支��髯�X��H抦ｧy�i�X��/����ｸ,h+X+ﾙ{�ﾘｻ8�/�､ｨﾜ2�
し､楽しく料理することを通して食-の関心を高めるoまた､地域 

の産物や旬の食材を使用することにより､地域-目を向け､新城の 

よさを実感させたいo発達段階に応じた適切な指導を行うことで､ 

子どもたちが食生活について楽しく自然に学ぶことができるように 

したいo(新城.鳳来.作手各地区で,保育園児親子各1回､小学生 

親子各2回で9回実施予定) 

夷施効果 一地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など ��xｽ�,��ｨ�,Y��,ﾉ�ﾈﾋ�,ﾈﾈｸ悴H��,x.�+ﾘ+�*ｪ(ﾞﾈ.�+�,j:)��-r�
ること｣が好きになり､家庭で食の話題が増えれば､家庭の食事に 

も影響し､家庭(地域住民)の食青にもなると思いますo 

そして､地域の産物を使った料理教室は､子どもたちが自分の暮 

らす地域を見直すきっかけにもなり､将来の健康はもちろん､地域 

を愛する気持ちも育つと思いますo 
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1　事業計画書

補助事業の名称 剞V城駅前通りチャレンジ&アート.イベント大作戦 

補助事業の実施主体 剞V城駅前通りの再生を考える会 

補助事業の目的 刮ﾔかざり､マスコット募集にはじまった､地元新城高校との 
連携を具体的なものするため､駅前アンテナショップとこれに 

あわせた､駅前通りのデザイン.アート化を進めるためのイべ 

ントを､高校生と地元の芸術家､市民の協働で実施するo 

辛 莱 内 * ��ﾘ馼ｼiN��345,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 鈴[ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#�?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 唳(i�8�8･�&險��ｸ嶌,ﾘ�8,ﾈ�5�ｹ��,ﾈ-�,h,&��･前年度の花かざりで住民の意識と団結が少しずつ育ち｣駅前 

･地域の状況と課題 ��9�ﾈ,ﾈ4��ｸ6x崋H488��ｸ5x4�6(7h/���-�.��ｲ�

･事業の必要性など 唳&闔h,ﾈⅹ5稲ZH�j�,ﾘﾘ)~陋ｸ*ｩ��/�,X*�.蟹¥(ﾜxｫH.�*�.械�

地元高校生の若い発想と元気.活力を必要とするo 

実施方法 ･対象 ･手法.進吟方など 唸扎*�+H.�,h7ﾘ5�5(6(6x.x7ｸ98+�.�/�,ﾈﾖﾈ粂,X跖-ﾈ,�+ﾙ&靈2�
新城高校との連携をさらに推進する○ 
･新城高校のアンテナショップの場所と機会を商店街で提供 

し､若者に地域づくりの勉強をしていだたきながら､活性化 

の知恵を出してもらうよう､相互扶助で進めるo 
谷 勍駅前アート.イベントは､あいちトリエンナーレ.パートナ 

-シップ事業として位置づけていきたい(申請予定)○ 

実施効果 ･地域貢献度 ー将来発展性 ･波及効果など 唳�h+ﾘ,掩y�x-ﾘ,X･�,8*ﾘ.��y�H*ｨ�):ﾘ+x.��ｲ�･通称駅前通りが線としてイメージアップされるo 

･軽トラ市等､他のイベントとの相乗効果を図るo 

･高校の駅前-のアンテナショップは､全国では成功事例が 

いくつかあるが､新城で成功すれば画期的であるo 

4



1　事業計画書

補助事業の名称 剪n域内景観.生活環境保全事業 

補助事業の実施主体 剪ｹ原区 

補助事業の日的 剳乱ﾘ山北側登山道(西弘法道)､標高250m付近からの眺望 

を回復すると共に､花や実のつく樹木を植えて､野鳥が集り 

ハイキングや山仕事で訪れる人達にとって､憩いの場とな 

る環療作りをする○ 

辛 莱 内 顔 ��ﾘ馼ｼiN��218,000円 

事業区分 ��ch���c(ﾘ�(ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣#�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��Y?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など■ 兀y�亥)6�);�,ﾚI&靈8,X,ﾙ,ｨ�8ﾈﾔ��;唔�ﾈﾔ��;�,hﾋ�.ﾘ.ｪB�

毎年3月と9月の年2回､区民各戸1名が出て､道路の清掃整備 

を続けている0-方近年木材の需要減から樹木の伐採は殆どさ 

れなく､眺望と言う観点からすると年々条件が悪化しているo 

奥三河八名山の1つとして選定され､-イキングに訪れる人 

も多く､当登山道の紹介パンフレットにも当該箇所がビ立-ポ 

イントとして案内されているが､視界を遮る樹木が増えてい 

る○ 

実施方法 ･対象~ ･手法.進め方など ��霎ij��9�ﾈ,唏馼ｼh,ﾉmｩ4�,iTｹwi�ｸ/��&ﾘ+ZH檍/�ﾈｹ�ﾈ+x.��ｲ�
2.会員による具体的な計画造りをする○ 

3.眺望を妨げる樹木の伐採､片付け整備をするo 

4.花木類の鹿樹と継続的な整備育成をするo 

･横浜ゴム新城工場(協賛)-より苗木の提供を受ける 
誉 勍現地までは､林道を経由して車も入れることで作業性も 

良く､取り組みに無理がないo 

実施-効果 ･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など 舒�岑,�,ﾙ&靈9+侏H*�.zI]�5il�/�ﾊ�ｨ.ｸ+ZI�(*ﾙzﾈ.ｨ.��Izﾂ�
豊川の向こうには､新城中部地区から北部地区が見渡せる素晴 

らしく眺望の開けた場所となる○ 

生活様式の変化から､地域連帯感の薄くなっている今､地区 

住民の協働による事業に取り組むことで"地域のことは地域で 

行う"意識の高揚､醸成にも効果が期待できる○ 
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1　事業計画書

補助事業の名称 凾ﾜちなかワクワクまつぷ 

補助事業の実施主体 凾ﾜちプラットしんしろ 

補助事業の目的 剞V城の中心市街地を訪れる外部からの訪問者の方に､歴史や 

イベント､商店飲食店情報をもてなしの心を持って発信し､こ 

のまちの特徴や見所を知っていただくo 

車社会にあって､まちなかを歩いて楽しむ事を再発見してい 

ただき､ワクワクするような地域作りをめざす 

事 莱 内 容 ��ﾘ馼ｼb餒��235,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ��?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D��ﾈ�3�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など �*�,(,H��ｩ*ﾈ,h+X,Inﾈ.ﾘ,(+ﾙ�h��(i�8�8･�&�/�^�*ﾙ�ﾈ,ﾚH��

民以外にその姿を目にすることは少なくなってしまった○ 

地元の人間にとって生活の一部として見慣れてしまった行 

事や風景でも､外部からの来訪者にとつては新鮮に映る観光資 

源や史跡がまちなかには多く存在する○ 

まちなかの｢これから｣を考えるとき､訪れる人をもてなす 

気遣いが不可欠と考え､単なる歴史案内でなく｢歩いてま_ちな 

かを楽しんでもらう｣に役立づガイ守は必ず必要と考えます○ 

実施方法 �)�h��,ﾈ-ﾈ+�,�*�/�^�*ﾚ9;�,ﾈ7ﾘ6(7h/�ﾞﾈ.芥栗>�ｬYL(,h+R�て新城駅.東新町駅の両駅に設置するo 

･対象 �-ﾈ+ﾘ7ﾘ6(7h/�7�5h7H8ﾈ6(6x,�+X,I{ﾈ踊.(��-ﾈ+�,�-ﾘ�饑�ｭ咤�

･手法一進め方など 伜)j�,�,x勾�X,X*ｸ.倡ｹ�ﾘ,�'X*(+ﾘ.芥ﾇ�6x8倡8,�,y�h�倡8,ﾈ42�

ベントに来てくれた来訪者に配布するo 

実施効果 ･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など 竸�*(,Hｧ�+X-�.�-ﾈ+�,�*����ﾈ,ﾚHﾋｸﾝﾘ,ﾈ�8,ﾉ(i�8�8･�&霽h枌�
の基になった市民プランの重要な核oそれを外部の人々に具体 

的に発信することで､行政と市民が一体となって創り上げた中 

心市街地計画わソフト面が姿を現すC 

歩いて過ごせるまちなかの創成は､やがてまちなか景観-の 

意識啓発にも繋がり､そこに住む住民にとっても誇れるまちに 

なっていくと思われるo 
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1　事業計画書

_補助事業の名称 剪��`統芸能伝承保存(音源等デジタル化)事業 

補助事業の実施主体 剪��`統芸能を守る会 

補助事業の目的- 剴`承の危機にある庭野の伝統芸能である歌舞伎の伝承保存 

に地域をあげて取り組むo講師､伝承のできる人材が地元にい 

なく､講師の先生任せであったのを改善し､台本と音源のデジ 

タルデータ化を図り､いつでも自分たちだけで練習､伝承でき 

る体制をつくりあげていくo 

辛 莱 内 容 ��ﾘ馼ｼiN��360,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ��?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･.地域の状況と課題 ･事業の必要性など 唳.ｹnﾈ,�,ﾚH慄Y�ｮｨ,h*%�*I6�9ﾘﾇﾉEﾈ*ｨ*�.�*ｩ6��8+x.�+�,h*ｩ>��
しくなっている○地元で伝承できる人が少なく､講師の先生 

も高齢化してきており､このままでは途絶えてしまうo 
･地域の若者のあいだで､伝統芸能を自分たちの手で守ろうと 

動き出した状態であり､伝統芸能の保全という意味でこの 

活動の継続はぜひとも必要であるo 

実施方法 ･対象 ･手法.進め方など 唳.葦ｩ4�,俎X踪,ﾉ�i�h/�ﾌH/�,ZI]xｺﾘ檍/�､ｨﾜ8+X,H*(.�*ｪIgｲ�
年度は練習にあわせて､台本のみならず､音源等めデジタル 

保存を行う○具体的には､間合いや所作などの練習は従来大 

夫.三味線の音源が普段は無いため出来なかったが､その昔 

源を制作する○これにより､今後､講師の先生に依頼しなく 

ても歌舞伎の上演をできるようになる○ 
･庭野小唄や庭野音頭についても､同様にデータ保存する○ 

実施効果 唳&闔h��ﾋ�,ﾈ-�,h,(,X*�.�6�9ﾘﾇﾉEﾈ,ﾉ]ｹ�h,�,(,�*ｨ.薬�･若者と高齢者との交流ができ､地域の連帯感が育成されるo 

･地域貢献度 唳&闔h,ﾈｨ��ｸ崋Hﾏ�zﾈ487�986x,佗�*ｨ.��ｲ�

･将来発展性 唸ﾗX踪,ﾉ�i�h,�+ｸ,ﾉ797�ｹxｨ+X,�*ﾘ,H.�Iiﾈ*ｨ自�ﾈ､X+8.ｨ,H.��

･波及効果など �ｸ���8�*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�,�.�,ﾈ*ｨﾜY�X,ﾈﾏ�ｨ,X*�.薬�

･伝承のための練習の効率化と経費節減が期待できるo 

冒



1　事業計画書

補助事業の名称 剪n域の安全安心のまちづくり安全マップ看板の設置 

補助事業の実施主体 剩ｪ名地区をよくする会 

補助事業の目的 剋ﾐ会の諸活動は､安全.安心の上に成り立っています.｢犯罪 

にあわない｣｢犯罪を起こさせない｣｢犯罪を見逃さない｣. 

このスローガンに基づく自主防犯活動が犯罪対策に占める役 

割は､かつてないほど大きくなっています〇八名地区に於いて 

は､子供を犯罪から守るため､子供110の家がよりわかりや 

すく目につくよう文字入り三角コーン.八名地区危険箇所安全 

マップ看板の設置など新城八名をモデル地区とすることを目 

的とするo 

辛 莱 内 容 ��ﾘ馼ｼiN��384,000円 

事業区分 ��chﾄ��c8ﾘ�馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#Y?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#る?�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など ��ｹ&闔h,ﾈ���8���8,蟹Lhﾝ�,ﾈ*�*ｸ,�*(-ﾈ+�,8*ﾘ.�/�+x.�+ﾘ-�,��

子供を犯罪から守るため､子供が助けを求めた時に駆け込み被 

害を未然に防止する事ができ､地域に犯罪が起きない環境整備 

が必要o(子供110番の家協力家庭を増やすことが課題) 

○現在県内においては､多数の自冶体.ボランティア団体が 

安全なまちづくりをするために自主防犯組織が形成されてい 

るo八名地区においては､所轄b)警察署だよpりであるため､そ 

れを解消し地域住民が立ち上がり犯罪のない安心.安全なまち 

づくりをするためにも住民が一体となって活動できる組織作 

りか必要であるo 

実施方法 ･対象 ･手法.進め方など ��ｹ���ｳｩgｹD�7�,ﾚIJｩkﾉ&闔h/�(i�8,偃i�x-踉�
○手法.進め方としては 

①地域の設置場所の確静と現地調査o(子供110番の家) 

②住民が防犯意識を持つように防犯マップ作成と看破設置等○ 

③学校関係者､警察署との協兼 

実施効果 ��ｩJｩkﾉ&霎hｮｸﾊ�8����87ﾘ6(7hｬYL)�ﾙ'X,Xｧy�b頷ｩj�,ﾈ�8�淙ｧh�ｲ�〇八名地区危険箇所安全マップ.子供110の家看板設置によ 
･地域貢献度 �.映鵜h�5�i�y&闔h/�mｨ,侈�.佝�,YUﾈ+x+�,h*ｨ,X*ｸ�5�&��

･将来発展性 �h�j�,ﾉf鵜h�8�,ﾈﾘ)vx,冩�zx,&��

･波及効果など ��ｸﾚ�ﾎ9&闔h,ﾈ��ｹ����MH,ﾈ徂ｺi|ﾘ彿.ｸ*ｩ�ﾘ*h.薬�

○子供110番の家の活動がPTAや自冶体等主体で広まる. 

8



1　事業計画書

補助事業の名称 凾ｨおたにえびすがやくにひろ 平野への出口(大谷城､夷ケ谷城､国広城ロマン) 

補助事業の実施主体 剌纒ｽ井菜の花ネット 

補助事業の目的 剌纒ｽ井地区には､大谷城､夷ケ谷城､国広城の三城地があり 
近年訪問者が増えてきたが､市の文化財の標石はあるものの由 

乗等の記述は無い○そこで､案内看板や由来等を掲示すること 

により地域内で共有するとともに後世に伝承するo 

辛 莱 内 容 ��ﾘ馼ｼiN��337,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ簽�?｣ｲﾙ[ﾙ�ﾃ#9D��ﾈ�3�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ��9[ﾘ鯖&霎h,ﾙ��讖4�,侘8*ﾚI�h���偃Y�ｸ��.杏�*ｩ�h����/�'｢�城する前は大谷城の城主であったoその大谷城も豊川用水の開 
･地域の状況と課題 �,ｨ,�.h.稲�ｫ�見'X*ｩ¥��+8.ｪIm�*ｩL�.蟹lｨ帽.�k8*(�9�H,X+v��

一事業の必要性など �+�,ﾈｴﾘ�,閏h嶌ﾞ�/�ﾎ9�(,�6�*h.�+ﾘ-�,�,ﾚHｾij�,ﾉ]xｺﾘ檍."�

案内看板､説明文の掲示が必要と考えますo 

実施方法 ･対_象 ･手法.進め方など 唳zxｬYL*H栗>�L(,ﾉ�ﾙ'ZB�

･講師を招いての区民勉強会 

･地区外(来訪者)へのPR活動 

実施効.果 ･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など 俥ﾈ徂ｷｸ��$ｨ��*ｩ�h蓼憖Z夷ｨ,X+�,ﾉ&闔h/�竧ﾝ�+X+ﾙ��讓惲�
説が発刊され年間20名ほどが城跡を訪れ享すが､資料も乏し 

く､伝承者も少なく残念でありますo 

事琴実施により､説明できる体制(人､施設)を整え､今ま 

で以上の来訪者を迎え､この地区の発展に貢献したいo 

9



1　事業計画書

補助事業の名称 剴d車で行こう!歩いて楽しむ｢新城散策ガイドブック｣作り 

補助事業の実施主体 凾ﾌんほい★ぷろじえくと 

補助事業の目的 剴d車やバスなどの公共交通機関を利用して新城を訪れる観光客に対して､観 光ガイドブックを作成し配布する○自家用車ではなく､原則として徒歩で廻れる 

ようなエリアに特化し､新城の魅力を伝えるような名所.旧跡を紹介する○ 

事 莱 内 ��ﾘ馼ｼiN��350千円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ��?ｨ��[ﾙ�ﾃ#)D��(ﾈ�3�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など ��h�倡8,X,ﾚI[ﾙ�ﾃ#)D�8ﾈ�,�)�h�倡8ｬ�Xｮ馮ｸﾇh柬8*ｨﾟI.�+8.ｨ+ﾓ�gｸﾇh柯,ﾉ(h,X.�羊�

から遠い観光地やバス路線網の不十分さについて指摘､言及されているo今後､駅から 

の三次交通については徐々に整備が進んでいくものと思われるが､これらの環境が整う 

までにはある程度の年月を必要とする○そこで､二次交通を必要としない｢歩いて楽しめ 

る｣観光スタイルを提案する○また都市部と比較して圧倒的に運行本数が少なく待ち時 

間の長い飯田線であるが､これを逆手にとって30分-2時間程度の｢待ち時間｣でも楽し 

める観光情報を提供することで､これまで新城を｢素通り｣していた層に対しても親光地と 

しての新城の魅力をアピールする○ 

実施方法 偃X,�6H棈.(6�5�,�,x,ﾈﾏhｺHﾏ�,ｨｴ�ｭh/�y��ﾈ+X,I�h��-idｸ.ｨ.豫�Xｷ�/����ｸ,h+x.��ｲ�

･対象 俥ﾉ�ﾈ+X+ﾘｬ�X4ｸ486�,ﾚI�h�倡9>�,ﾈ踊.(遥��,ﾈⅹ5芥ﾏhｺI8�ｪH益wh踊,�,IGｩWｨ+x.��ｲ�

･手法.進め方など �48985��ｸ6ﾈ6(6x.(�饑�顏-h,ﾈ�饑�ﾆhﾝｪI�i[xｦX鑄-h,ﾉ8ｨ+�ﾙ�-ﾙ9�,�.h.慰ﾉLﾘ鈷-hﾏﾈ*��

てのPRも積極的に行う○ 

実施効果 �(+8*ﾘ.x-ﾈ,(.�:(.�-ﾘ+h-ﾈ,(.�8,ﾈ.h*H,��5�y(hﾅ�,ﾈ�ｷ�487�986x,ﾙD�,�ﾙ7�.�ﾗ8*h.�.��

のではなく､また駐車場の整備等のコストが大きくかかる.また周辺地区に対しても交通 

容 剌a滞などの負荷をしいることにもなるoLかし､飯田線沿線を中心として市内全域でロン 

グテール的な集客を行うことで､周逸地域への影響や負荷が少ない集客が可能となる○ 

また､市内全域が観光地であるという認識を持つことで､地元商店の活性化にもつなが 

り､結果として雇用の創出や新城の若者が帰ってくることも期待できる○ 

･地域貢献度 偖ﾙx�,ﾊ(ｬ�X栗>�8,�,ﾘﾆhﾝｨ+8.ｨ,�*(.h*H,斡ｹlﾘ,ﾈ抦+8,�)kﾈ�8,ﾈ�饑�/��ﾙ�H�-�.��

･将来発展性 �+�,h,ZI�h��,ﾈｬ�X,��h+ﾘ,��&ﾈ/����(+x.帝[X鈷ｴ8,ﾈ*�.刋�&�.)�ﾈ,�*ｨ.x,ﾈⅹ5蟹&��

･波及効果など �h,ﾉ�ﾈ��,h,ﾉ�x.ｨﾘx*(,�,zH�9>�,ﾉ�8,H*ｨﾈ�ﾏX��ﾋ�,h,�.��ｸ-ﾈ+ﾙ^�*ﾘ+ﾘ-�,唏ｴy��+(,b�

にr新たな発見｣があるため､リピータ客の増加も見込むことができるo 

近年の歴史ブームや秘境駅ブームなどの効果もあり､スローライフを満喫する中高年 

だけでなく､若い世代にも新城の様々な魅力をアピールできる○新城市内には野田城駅 

～池場駅まで､全部で15箇所もの駅があり､当然一日では全てを回ることは難しい.こ 

れが何度も新城へ足を運んでいただくきっかけとなってリピータ客の増加を狙うo 

0



1　事業計画書

補助事業の名称 凵`ほっと一息まちなみさんぽ道～ 
｢中心市街地ブラッシュアップ事業｣ 

補助事業の実施主体 刄~ッドタウンなかまち 

補助事業の目的 剞V城の玄関口である中心市街地の商店街通りを歩いて楽しめ､ 若者から高齢者まで広く市民に愛される散歩道をつくること 

で中心市街地の活性化に繋げるo 

辛 莱 内 容 ��ﾘ馼栗N��338,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼh*ﾙ^(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷���

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D繆ﾈ��?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D��ﾈ�3�ﾈ騏ﾉ.��

事業選定の理由 �ｹ���

中心市街地では人口の減少､商業者の廃業に伴いその機能が衰 

過してきている.本来のにぎわい.活気を取り戻す為､商業者､ 

そこに住む人､利用する人とともに今後の中心市街地のありか 

た､まちづくりを創造していくべきである○ 

･まちなかの魅力と活力を高め､人が集まり楽しめるまちを目 

･地域の状況と課題 倡x+x�ｲ�

･事業の必要性など 唸-ﾈ+�,�-ﾘ/�ｨ�*�+X+�.ｨ-ﾈ,X,�,�*)wi�h/�竧.�?ﾈ.ｪI�ﾈ/�ﾌH-��

込み交流による中心市街地の活性化を図るo 

･まちなかの回遊性を高め､歩くことが楽しくなるまちをつく 

るo_ 

･買い物､通学路等の生活サイクルの顔として安心.安全なま 

ちの中心をつくる. 

実施方法 偃嬰�ｪ)(i�8�8･�&�7X8�6(5h8X4�6(7h馼ｼj8,ﾈ��邊�

1.まちなみほっと一息ベンチの設置 

ベンチを手作業セ加工レ歩道に設置 

･対象 �"�-ﾈ+�,�-ﾘ扎*(,�,�*(+8/�-ｹ;�,8*ﾘ.��

･手法.進め方など �7h8�985��ｸ,亢y���ﾈ��,ﾈ扎/���*i^�;�,��ﾙ'R�

3.まちなみキラキラストリート 

クリスマスイルミネーションを街頭に設置 

告知PRチラシの配布 
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1　事業計画書

補助事業の名称 刹､生のまちづくり～街に元気を広げよう～ 

補助事業の実施主体 剞V城市手をつなぐ育成会 

補助事業の目的 �1､陣がいのある人もない人も一人の市民として活動することで､ 

だれもがあたり前に生きることのできる街を目指し､市民と共に 

街づくりを進める機会にするため○ 

2､陣がいのある人たちが社会活動の機会を増やすことで地域の- 

員としての役割を果たし､豊かな社会生活を送るひとつとして､ 

市内各所で行なわれるイベントに自信を持って参加するため○ 

3､バザー出店に必要な用具を整え､陣がいのある人も支援者と共 

にイベントに参加することで活動の場を広げ､豊かな社会生活を 

進めていくためo 

事 莱 内 香 ��ﾘ馼ｼiN��450,000円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

一事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��Y?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(6ﾙ�｣#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など ��H�9>�ｦX�,Xﾗ8,�.ﾘ.ｨ.况ﾈ��,�487�986x,ﾚH･�/�ｨ��ｸ嶌+8+�.�+ﾒ�

めに多くの市民の参加を呼びかけているoそこで降がいのある人 

もー人の市民として参加することは､活動の場を広げることはも 

とより､その活動を通して共に住み良い街づくりのためにも有効 

な活動と考えるo 

2､陣がいのある人ができるだけ様々な活動に継続的に参加する機 

会を持つことで経験を増やし､社会性を身につける機会とするこ 

とができる0, 

実施方法 ��H�9>�ｦX�,X､ｨﾜ8+8.ｨ.�487�986rﾘ,ﾈ�����
･対象 忠n�5芥扎憺�X檄Hﾇ�6x8倡:I�h��8�8ｨ�ｺH7ﾘ8�5ﾈ99�X檠9鋳�

･手法.進め方など �*H孜�ﾈ檍,ﾈｹ)5�,X*�.�)wｨ+�-ﾈ.�,ﾈ徊8,X487�986x�5�,ﾈ+ﾘ-�,ﾂ�

準備段階の練習を行ない技術の習得に努めるo 

実施効果 ��H487�986rﾘ,ﾈ����,�.h.�?h.ﾘ*(*ｩ�ﾘ+ZH･�*ｨｨ��ｸ嶌+x.鑓-ﾈ+ﾒ�

多くの人がつながりをもつことができ､お互いが生活しやすい街 

を一緒につくっていくことができるo 

2､陣がいのある人が多くの市民と触れ合うことで､社会に出て働 

･地域貢献度 �*ﾘ+ﾘ-�,ﾉ�X*ｸ,鞍��,�,�.��ｲ�

･将来発展性 �:Hﾗ�*ｨ*(,ﾈ*�.��ﾈ*ｨ�5�+x.�+�,h,ZHｮi*8.倡�/�&ﾘ,�,H.�.x*H+��

･波及効果など �,h*ｨ,X*ｺH自�ﾈ,ﾈ�9j�,h+X,H,ﾉDi&ﾙ7�*ｨﾘ(-ﾈ.薬�

4､多くの人に支えられながら活動することは､陣がいのある人自 

身も頑張ることで働く意欲がもてるoまた多くの市民と触れ合う 

ことで社会参加-の大きな経験となるo 

18



1　事業計画書

補助事業の名称 持たe)の旦ブ(P)の盆

補助事業の実施主体
傾　エ

補助事業の目的 凾ﾝたう3､るてヒの泉や｣叫の(@鍔と頗壇を如5- 

-ためl現状を艦腹レふe'ごとの色艶頗像の蕗蒙を 

虜').みどリ馨摘ふうでヒケ<J)t銅り.tす争. 

ど I I ! t 育 i i i 事 ��ﾘ馼ｼiN��34?ノ000i円 
!事業区分 ��c����c8ﾘ�ﾘh馼ｼb頴X�zc�毘�疫(ﾌ�7逢ｧ�3�iﾈ冷��

事業期間 ��ｹ[ﾙ�ﾈ����D顏��ﾈ�y?ｨ��[ﾙ�ﾅ｣9D臠�"脛ﾝx駟.��

･i 事業選定の理由 倩G&ﾉ�8ﾘjH.�+8,ii�M);ﾘｵ�+�ｬ9��ﾂﾒhﾋ駭儁9����

妙極と符く佃Ib懐此乙か),糾､動i.息頑と楯ぎ碑 

83､空,桝虜虹は【詑うが乱舞レ離亀など酸く稚拙胤 
･地埠の状況と課題 �+�,ﾈ揵Ji��仭�.)�i�y>�9��(ﾔh,X�+X,H*(.ｲ��

･事業のあ要性など l �+�Fﾈ幽�8+�7�4ｸ*JHﾜ�ｾ�+�ｭ9��4ﾂﾉ^�YMｩD�*ｸ冓��ﾞ�/�ﾃr�

つ.好風俊釦こ個敢蹟成し､産には.クe娩二配rJI):3､うでとの顔旦 

莱

内

容

色感如,射こ(9藍･歴史皇宮かL.後町t=61線ぐ.

実　施　方　法

･対　象

･手法･進め方など

生抜に頓は網各班底dl人rZぞ倉も級宜し鯛孝lニプレ)7り銭

亀盆･動妃蹄吟を潔施レ頑鹿軌ころ､e'さし蕗盟洛観ます診

i,射こ. tl㌧7L-･)ト･ p網島舷城亀老により,舵痕按配に膚級

麓像をdt亨う.

実　施　効　果

･地域貢献度

･将来発展性

･波及効果など

組活動dl威乳二年い.はた急の鍵齢. ,ト叫虜物観

客を1^･･ン化して鮒催し妃威腹免によ欄Lb､各軸てモカU)

催升跡形璃d)常軌を吟ざす.

丸′叫(好鋸歯附すた507委し舞つン7--し孝折居で5)I).痩

菜櫨言虎扱勧乳しっ大空い.
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1　事業計画書

補助事業の名称 剞lにも自然にも優しい地域の川辺づくり事業 

補助事業の実施主体 剋l反田川カメ(再生)の会 

補助事業の目的 剞�J.八束穂地区を縦断して流れる四反田川(五反田川) 周辺の､人にも自然にも優しい水辺環境基盤整備 

①県内初の陸ガメ生息状況調査 

②小河川の恵みを回復する｢場と時間｣の設営活動 
総,事業費 �3c"ﾃ���冷�

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ��Y?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 唸+�,ﾉ�ID隴H,X賈Kﾙ69�ﾂ雨ｩ�竸I&�>��,ﾈ抦ｹｸ*ｨﾈ8ﾋ�+X,H*"�るo洪水対策中心の河川改修と白鷺の増加~によって､小 
･地域の状況と課題 �:饂�,ﾉ�i�x/�ﾚ)>�,�+x.��8ｻX*ｩ�h+h,H*(.�,h輊.ﾘ.ｨ.薬�

･事業の必要性 �ｩ_ｺH+�,ﾉ&闔h,��ﾘ*ﾘﾊ�.x.ｨ+ﾙzH4ｸ8����4ｸ8��*ｨ+ｸ,ﾂ�

環境変化で産卵場所を失いつつある○この実態把握は地 

域の大きな課題o 
･こうした課題を受けて､人と小動物が共生しつつ補完し 

あう地域の生活環境づくり事業の必要性は大きいo 

実施方法 唳���ｸ賈Kﾙ69�ﾉzﾈ刺�j�,ﾈ裨:�"�･進め方 

･対象 ��-ﾈ+蟹�ﾈ-x.�,ﾉ�餔X,h+X,JH�]8,ﾉ��ｪ�.る�I�ﾂ�

･手法､進め方など 乖�:鶇抦�mる��扎,ﾉ]ｸﾎﾂ���ﾜﾘｨ�:��

②陸ガメ.特定小魚の生息調査と実態マップ作成 

③陸ガメ.特定小魚の特別学習研究会の開催 

④意識啓蒙の看板設置活動(手作り看板) 

⑤住民の｢憩いと座談と食｣の会の開催等 

実施効果 唳&闔hﾗhﾊ97��身近な川辺を､もう一度生活の中にとりもどすきつか 
･地域貢献度 �*�,冩�zx,(,hﾖﾈ*h.��ｲ�

･将来発展性 �&闔h,ﾈ��ｹ�+ﾘ+�,�(*(,ﾈ+�,ﾉ�::(-8.�+8,j8,ﾈｫHｦ��

･波及効果など �/�支,H.��ｲ�

･将来発展性 

住みよい地域とは何かを､暮らしの基本的構成要素か 

ら考えるという面で､将来の地域環境の方向付けに 
つながっていくo 

･波及効果 

海ガメの保護活動は全国各地にあるが､より身近な陸 
ガメの保護活動は聞かない〇四反田川(五反田川)か 

ら全国に川亀.陸ガメ問題の重要性を発信できる○ 



1　事業計画書

補助事業の名称 剽ﾟ.--輿.tい子～ちつ-∠L). 

補助事業の実施主鹿 凵� 匪帝を齢をねの虐考ク射--ワ. 

補助事業の目的 冉T3号段差新陽荒pj7l賢花匪ヱ 姉摘-夜毎鼻`芝紳vtL合'L/召 0才を由農相とLLil 

事 莱 内 餐 ��ﾘ馼ｼiN��cpP3,クク67Fq 

事業区分 ��ch���dﾅ�ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zf｢���^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷��

事業期間 兌ﾙ�ﾃ陏ｳxﾈ糴?ｨ��[ﾘｭ�7YD釐ﾈ篥�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 ･地域の状況と課題 ･事業の必要性など ��i�jI'ﾙ¥ﾘｯ册ﾒ��"�踞bR�)Xﾈ��8ﾊi�ｩ��耳ﾖﾃ9(�4ﾉ-ｸ/���､ﾂ岬�ﾈ-�+ZIlhﾝ��jﾘｼ8.｣UFX/�rﾒﾂﾈ幄*ｨ�ｲ�ﾉｸﾉｹ¥ﾘｬ��册ﾙeﾒ�

実施方法 ･対象 ･手法.進め方など 匹x鰄4粨ﾎ9_ｸ4�,ﾙD�.�ﾉTｹmﾅｨ*(*ｸ+ﾘ*"��
T畔湊卑7'妄施す3, 甘aP(Lラヴ70)八度路ウ神苑$7-)ラ弗l碑銘さ RN㌶L',74,--PI,'器f憲貴君蒜′御子榊 追伸才終夜芽か匝賓75r@承頒｣と'7身郷 丁.Tせり引_一打秒L)4紘タ､tン命7㌔倉石うそ_i/恥ウ[7L1く○ 

実施効果 ･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など. 冖'ﾔ�#Y}ｳ#8��ﾈ#RYmi9�4tTf欄u肆貿抹ｩJ)Fﾂ��"�,ﾈ*�crﾘｸｨ*B韲ｸ.ｹ�(ﾜｹ�ｩ�(+xﾆ��vﾇH*ﾇ#ｨ耳示��蛤ｴﾘ譎(･Bﾒﾒﾓ停ﾙtﾈ.頴bﾙm8珣xｼ&ﾄﾅ��

'16



別　添

1事業計画書

補助事業の名称 � 凛(�)�ﾈﾋ�h+�+�.ﾘ.右�h,ﾈ6��ｸ7�4ﾈ8X�ｹ�X橙�

補助事業の実施主体 � ��h��(�"(����

補助事業の目的 � �)z(�(,Xｧx-�I�Y&�/���+z2�

ことを通じT"新城"を発信し､新城市内にも質の高い生産者とそ 

の方の農作物があることの周知を図りヾ新城のフアンに成っていた 

だくことを目的とするoまたその効果として､市内経済-の好影響を 

目指す○ 

辛 莱 _内 容 ��ﾘ馼ｼiN�� �3�"ﾃ���冷�

事業区分 ��第6条第3項号事業(補助率9/10補助限度額30万円) 

事業期間 ��平成22年6月15日～平成22年12月31日予定 

事業選定の理由 ��○山の珍味である``-ぼ(黒スズメバチ)"取りや自然薯掘りは都市 

部では行うことができず､新城のような山間の町ならではの体験で 

あることo 

･地域の状況と課題 ��ｸｽ�鶫��,���+x.�8�*ｨﾘ(-ﾈ.芥���9�ｸ.)�h蝌�(,ﾈｮx*ｨﾊ�*h.��

･事業の必要性など �+�,h*ｩ(ﾙmｨ+8.ｨ,H*�.芥�9>�,�*�*�.處x�,右�h,ﾈ�&ﾘ/��ﾘ.�+�,b�

は､域内経済-の好影響が期待できます0. 

実施方法 �78�9YBﾘ,ﾈ6�8�5iGｩWｨ,�,x/�ﾗ8*(�&ﾘ/��ﾘ.�ｩ_ｸ,ZH�(,ﾉ$)�ﾂ�及び農家の方に協力を依頼し､-ぼ取りと自然薯堀りを体験して 
･対象 ･手法.進め方など �*(+ﾘ+�*ﾘ�ｸ+ｸ,ﾈﾎ9&靈8,ﾉ�胃�/�w�*(+ﾙ�磯h檍/�ﾗ8*F��

実施効果 ･地域貢献度 ･将来発展性 ･波及効果など ��ｸ�(ｭI78�8,X*�.��h��,ﾉ<��ｸ/�ｨ�*�+X+ﾘ487�986x/�ﾗ8**Iz(�(,ﾂ�
貴重性を市内外-発信するo 

○並行して行うバーベキユ-にて良質な農産物を､意識の 

高い方に体験していただく○ 

この二点から域内経済と将来の新城-の好影響を期待できる○ 



1　事業計画書

補助事業の名称 剞V城アンテナショップⅠN東京 

補助事業の実施主体1 刮恷O河発見隊実行委員会 

補助事業の目的 剪n域の活性化のため､昔からの地域資源の頼り起こし､伝承 

を行うとともに､新たな地域資源､特産品の開発を行うo 

新城のよいところを全国に情報発信するきっかけ■として､ 

東京でアンテナショップを開催するo 

辛 莱 内 香 ��ﾘ馼ｼiN��364千円 

事業区分 ��ch���c8ﾘ�ﾘh馼ｼb運(�zc汀��^(�ﾌ�7逢｣3�iﾈ冷�

事業期間 兌ﾙ�ﾃ#)D緝ﾈ�#�?ｨ��[ﾙ�ﾃ#9D�(ﾈ�#�?ｩuﾉ.��

事業選定の理由 �&闔h,ﾈ��ﾋ唔[h崋H蝎V�,�,zI�ﾉ4唔Z�4�,h.�,偖ｸ��+X,H*"�

るにもかかわらず､埋もれがちであり､このままでは､知られ 

ないまま､あるいは発展しないまま途絶えてしまう可能性があ 
･地域の状況と課題 �.愉�h��,�,ﾙ�ﾘ*ﾘ,ﾉ�8ﾙ�,佻h.ｨ.��hﾝ竏齷�*I[h崋HﾇﾉEﾊI���

･事業の必要性など 俤�,�,r�*ｨ*�.�,�.�*�*�.ﾘ.x+芥�8､�,h.h+ｸ,X,ﾙ&ﾘ.x.ｨ,H*(,��

いのが寂しい限りである0. 

実施方法 ･対象 ･手法.進め方など �8ﾈｹ�,ﾈ諸������X,ﾈｺi|ﾘ/�;�,JI8ﾈｹ鞴�ﾉ(8夊,ﾈⅹ5挨�,��b�
城のアンテナシヨ♭プを設置する○その前提として､地元の食. 

材を利用した､学生による料理コンテストを実施する○審査の 

結果を経て､地元の代表的郷土料理レシピを､地元の特産品と 

ともに､東京のショップで展示､販売するo事業の実施にあた 

つては､探検隊メンバーと東京の大学生とで､定期的に地元文 

化､特産物の勉強会を進めながら実施するo 

実施効果 �&闔h,ﾉ6�9ﾙ�胃鶫6�9ﾙ{�ﾘ*ｩhH.�.ｨ*ｨ+�,移�?ｪH��*)�)�8/�(b�心にコンテストというきっかけを通じて､再認識､販路開拓の 
･地域貢献度 亢�5�,h,�.鑓晴+X+�,(ｻﾙ7几�ﾘ5(986X5�6x,ﾉ&ﾙkﾉ7�*ｨ*�*ｨ.械�

･将来発展性 傅ｹx�,ﾙ�h�倡8,ﾈﾕ�~��ｷ�487�986x,h+X,I.�(X+8+�+ﾘ*(�ｹ8ﾈｹ�,ﾂ�

･波及効果など �4�986X6�5h8x6(7h*ｩ�xｻX,做�.ﾘ.ｨ,霓�*(彧x芥�ﾙ�ﾘ嶌.�ﾖﾈ*h,B�

おり､全国区-の情報発信の拠点としていきたいo 
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